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パワーユニット（3）

低回転域の燃焼安定化と吸・排気効率向上により、

力強く扱いやすいエンジン特性を実現

変更点

インテークカムスプロケットの締付を
圧入構造とすることで軽量化とバルブ
タイミング精度向上を高次元で両立

カムホルダーとヘッドの剛性を
上げるとともに、カムジャーナル
の真円精度を向上させることで
フリクションを低減

ロッカーアームの軸配置アライ
メントを見直し、高回転時のバルブ
モーションを改善させることで
バルブタイミングを最適化

インテークバルブスプリングを
シングルタイプからダブルスプリ
ングに変更したことで、高回転時の
バルブモーションを軽減

ピストンとコンロッドの形状を変更

カムジャーナルへの給油構造の見直し


